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ガス漏洩検査カメラを活用した防災診断サービスの開発について 

MS&AD インシュアランスグループの三井住友海上火災保険株式会社（社長︓原 典之、以下 
三井住友海上）、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社（社長︓金杉 恭三、以下 あいおいニッセイ同
和損保）ならびにMS&ADインターリスク総研株式会社（社長︓中村 光身、以下 MS&AD インターリスク
総研）は、今般、コニカミノルタ株式会社（社長︓山名 昌衛、以下 コニカミノルタ）のポータブル型赤外線 
カメラを活用した、可燃性ガスの漏洩箇所を特定する防災診断サービスの提供を開始しました。 
本サービスは、MS&AD インターリスク総研が開発したもので、従来の防災診断サービスに加えて、火災・爆

発の大きな要因となる可燃性ガスの漏洩箇所を「みえる化」し特定することで、火災や事故の未然防止対策に
活用していただくなど、お客様の防災・減災取組をサポートします。 
 

１. 本サービス実施の背景 

近年、国内の可燃性ガスによる火災・爆発事故は減少しておらず、全体に占める割合は増加しています。
可燃性ガスの漏洩を伴う火災・爆発事故は大きな被害を及ぼすことにもつながるため、そうした事故の未然
防止が社会課題となっています。そこで MS&AD インターリスク総研は従来から実施している防災診断 
サービスをコニカミノルタの画像可視化技術と融合させることにより、より高度な防災診断サービスを提供し、
設備の老朽化や人材不足に悩む製造現場を視覚的にサポートすることで火災・爆発リスクの低減への貢献
を目指してきました。 

 

 
総務省消防庁危険物保安室  「都市ガス、液化石油ガス及び毒劇物等による事故に関する統計表」 

(平成 16年から平成 30年)を元にMS&AD インターリスク総研にて作成 
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MS&AD インターリスク総研とコニカミノルタは、2020年 3月に工場を保有する三井住友海上の火災保険
契約者を対象に、本サービスの実証実験を行いました。その後実証実験と検証を重ねた結果、本サービスが
ガス漏洩箇所の特定に役立ち、ガス漏洩に伴う火災・爆発事故の未然防止に有効であると判断し、今般、
正式なサービス提供開始に至りました。 

 

２．本サービスの対象 

製造工程でガスを使用する工場、ガスボイラーや大型のガス調理器具を有する施設、老朽化が進んでいる 
設備など、炭化水素系ガス＊を使用する様々な業種を対象にしています。 
＊検知できるガスは炭化水素系ガス（炭素と水素の結合を有するガス、アセチレンを除く）となります。 

 

３．本サービスの主な内容 

MS&AD インターリスク総研、またはコニカミノルタの社員がお客様を訪問し、ご要望の箇所やガス漏洩が 
懸念される箇所を対象に、ガス漏洩検査カメラによる診断を実施します。診断結果をその場で提示するとと
もに、動画ファイル付きレポートを提出します。 

４．「ガス漏洩検査カメラ」の概要 

炭化水素系ガス（炭素と水素の結合を有するガス、アセチレンを除く）を検知できる特殊赤外線カメラを 
使用して、目に見えないガスの動きを検知し、可視映像と重ねることでガスの存在箇所を濃度に応じたカラー
マップで表示します。これによりガス漏洩箇所の特定や、拡散する可燃性ガスの動きをみえる化します。 

 
 

防災診断サービス 

× 
 

 

【ガス漏洩検査カメラの画像イメージ】 

 
通常カメラの映像（肉眼） 

 
ガス漏洩検査カメラの映像 



５．「ガス漏洩検査カメラ」の活用例 

 高所等の日常点検が難しい箇所でのガス漏れ箇所の特定や点検に 
 可燃性ガスに対する局所排気装置の効果検証に 
 設備再稼働前のガス漏洩箇所の事前確認に 

 

６．今後の展望 

本サービスの提供を通じて、ガス漏洩による火災・爆発事故の未然防止や事故発生後の再発防止策検討
など、様々な場面でお客様の防災・減災取組に貢献していきます。また、三井住友海上、およびあいおい 
ニッセイ同和損保の契約者を中心に本サービスを展開し、事故削減に寄与することで、本サービスを利用さ
れたお客様に対して、診断結果を踏まえた火災保険の引受けにつなげることを目指します。 

 
【本サービス内容に関するお問合せ先】 
MS＆AD インターリスク総研株式会社 
リスクマネジメント第一部 リスクエンジニアリンググループ 田中・楠嶺 
℡03-5296-8947 平日9時～17時（土日・祝日、年末年始、当社休業日を除く） 
お問い合わせページ https://www.irric.co.jp 
※ 三井住友海上、あいおいニッセイ同和損保のご契約者様は担当の営業課支社にお問い合わせください。 

 
【コニカミノルタ  ガス監視ソリューションに関するお客様お問い合わせ先】 
℡042-660-7669 平日 10時～12時、13時～17時（土日・祝日、年末年始、休業日を除く） 
お問い合わせページ https://www.konicaminolta.com/jp-ja/gas/contact/index.html 

 
【報道関係お問い合わせ先】 
三井住友海上火災保険株式会社 広報部 中川 ℡:03-3259-1347 
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 広報部 江頭 ℡:03-5789-6315 
MS&ADインターリスク総研株式会社 営業推進部 須貝 ℡:03-5296-8919 
コニカミノルタ株式会社 コーポレートコミュニケーション室 ℡:03-6250-2100 
高橋 ℡080-6254-7399（在宅勤務） 

 
【関連リンク】 
コニカミノルタガス監視ソリューション 
https://www.konicaminolta.com/jp-ja/gas/index.html 
コニカミノルタ画像IoTプラットフォーム「FORXAI（フォーサイ）」 
https://forxai.konicaminolta.com/ 
コニカミノルタは、同社が創業以来培ってきたイメージング技術をベースに最新のIoT、AI技術を融合させた画
像IoTプラットフォーム「FORXAI（フォーサイ）」の提供を開始しました。FORXAIを通じて非接触、リモート、
リアルタイムな対応が可能となる様々なソリューションを創出し、事業を持続的に成長させます。多様な技術や
アセットを持つ顧客やパートナーと共創し、社会のDXを加速させ、ニューノーマル（新常態）下におかれた人
間社会の進化に貢献していきます。 
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